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岡山市週休２日工事（発注者指定型）特記仕様書 

 

本工事は、岡山市週休２日工事（以下「週休２日工事」という。）発注者指定型の対象工

事であり、実施に当たっては、本特記仕様書によるほか、別に定める「岡山市週休２日工事

（発注者指定型）実施要領」に基づき実施するものとする。 

 

１ 定義 

（１） 「週休２日」とは、対象期間において、原則として土・日曜日を休日として確保し、

現場を完全閉所とすることをいう。 

（２） この要領において「週休２日工事」とは、週休２日を実施する工事をいう。 

（３） 「対象期間」とは、工事着手日（準備期間は含まない）から工事完成日（後片付け

期間は含まない）までとし、対象期間内には、休日である土・日曜日の前後に計６日

の開所日を有する連続した８日間の期間を１回以上含むものとする。なお、次の期間

は対象期間から除く。  
ア 年末年始休暇、夏期休暇  
イ 工場製作のみを実施している期間 
ウ 災害時の緊急対応等、受注者の責によらず休工を余儀なくされる期間（工事全体を

一時中止している期間を含む）  
（４） 「工事着手日」とは、工事目的物の施工に係る現場作業について、着手する日をい

う。  
（５） 「工事完成日」とは、工事目的物の施工に係る現場作業（工事完成検査まで設置が

必要な 安全施設類等の撤去や後片付けを除く。）が完成した日をいう。 

（６） 「完全閉所」とは、現場事務所での事務的作業を含む、工事現場における全ての作

業を中断し、現場を閉所とすることをいう。ただし、地元条件や天候等によりやむを得

ず土・日曜日に作業を行う場合は、国民の祝日、夏期休暇及び年末年始休暇以外で振り

替えできるものとする。 

（７） 「通期の週休２日の達成」とは、対象期間における土・日曜日の日数と等しい休日

である土・日曜日の日数（発注者が認めた振替日を含む。）を確保し、現場を完全閉所

した場合をいう。 

（８） 「月単位（全ての月を対象）の週休２日の達成」とは、通期の週休２日を達成した

工事のうち、対象期間が４週間（２８日）以上であり、かつ、振替日を設定したときに

は、振替日を作業を行う土・日曜日の前後１週間以内（祝日、夏季休暇及び年末年始休

暇を除く。）に確保し、現場を完全閉所した場合をいう。 
 

２ 実施方法 

（１）受注者は、施工計画書の提出時に、休日を明示した「休日等取得計画・実績表」（以

下「計画表」という。）を作成し、監督員に提出するものとする。 

（２）受注者は、地元条件や天候等によりやむを得ず土・日曜日に作業を行う必要が生じた

場合は、振替日を設定し、事前に監督員と協議するものとする。なお、振替日は、作業

を行う土・日曜日の前後２週間以内（祝日、夏季休暇及び年末年始休暇を除く。）に設

定するものとする。 

（３）受注者は、「週休２日工事」である旨を工事看板等で現場に掲示するものとする。 

 

３ 実施報告 
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（１）受注者は、休日等取得計画・実績表に休日の取得実績を記入し、毎月初めに実施工程

表に併せて監督員に提出しなければならない。 

（２）受注者は、前項の休日の取得実績が確認できる書類（工事日誌、出勤簿等）を併せて

提示し、監督員の確認を受けなければならない。 

（３）受注者は、週休２日を達成するためには、原則、工期の１４日前（工期内工事完成検

査）までに工事完成通知書を提出して受理をされなければならない。 

 

４ 積算方法 

発注時に通期の週休２日工事の補正係数を労務費等、各経費に乗じたうえで許容価格

を作成するものとし、月単位の週休２日を達成した場合は、精算時に補正係数を月単位の

週休２日を達成した場合の補正係数に変更するものとし、通期の週休２日を達成できな

かった場合は、補正なしとして減額変更するものとする。 
積算方法及び補正係数は別添 1資料「週休２日工事（発注者指定型）の積算方法及び補

正係数について」に示す。 

５ 工事成績評定における評価 

対象期間において週休２日を達成した場合、工事成績評定において監督員及び総括監

督員の評価項目である「工程管理」の「その他」の項目で評価する。なお、週休２日を確

保できなかった場合においても減点は行わない 

 

 

６履行報告書 

通期の週休２日工事を達成し、完成検査に合格した受注者に対しては、受注者から請求

があった場合、週休２日工事履行証明書を発行する。 

 

７その他 

「岡山市週休２日工事（発注者指定型）実施要領」、「週休２日工事（発注者指定型）に関

する Q＆A」、「休日等取得計画・実績表（記入例）」及び「工事看板掲載例」については、

岡山市監理検査課ホームページを参照するものとする。 

 https://www.city.okayama.jp/jigyosha/0000004443.html 

 

  

https://www.city.okayama.jp/jigyosha/0000004443.html
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別添資料１ 

週休２日工事（発注者指定型）の積算方法について 

（「港湾請負工事積算基準」「漁港漁場関係工事積算基準」を除く） 

積算方法 

○労務費 

・労務単価（夜間、時間外等の補正後）【円未満切捨】 

＝労務単価×夜間及び時間外等による補正係数 

・労務単価（週休２日の補正後）【円未満切捨】 

＝労務単価（夜間、時間外等の補正後）×週休２日補正係数 

 

○機械経費（賃料） 

機械賃料（週休２日の補正後）【円未満切捨】 

＝機械賃料※×週休２日補正係数 

※機械賃料は、「岡山県公共工事建設資材等単価決定要領及び同運用」に基づき決定し

た単価 

 

○共通仮設費率 

・共通仮設費率（補正前）【小数第３位四捨五入２位止め】 

Ｋｒ＝Ａ・Ｐｂ 

Ｋｒ：共通仮設費率（％） 

Ｐ ：共通仮設費対象額 Ａ、ｂ：工種毎に決まる係数 

・共通仮設費率（施工地域補正後）【小数第３位四捨五入２位止め】 

＝共通仮設費率（補正前）×施工地域補正係数 

・共通仮設費率（週休２日の補正後）【小数第３位四捨五入２位止め】 

＝共通仮設費率（施工地域補正後）×週休２日補正係数 

 

○現場管理費率 

・現場管理費率（補正前）【小数第３位四捨五入２位止め】 

Ｊo＝Ａ・Ｎｐｂ 

Ｊo：現場管理費率（%） 

Ｎｐ：対象純工事費 Ａ、ｂ：工種毎に決まる係数 

・現場管理費率（施工地域等補正後）【小数第３位四捨五入２位止め】 

＝現場管理費率（補正前）×施工地域補正係数＋補正値 

・現場管理費率（週休２日の補正後）【小数第３位四捨五入２位止め】 

＝現場管理費率（施工地域等補正後）×週休２日補正係数 

 

○市場単価・標準単価 

・市場単価・標準単価（週休２日の補正後）【円未満切捨】 

＝市場単価・標準単価（基準額）×週休２日補正係数 

・市場単価・標準単価（施工規模等の補正後）【円未満切捨】 

＝市場単価・標準単価（週休２日の補正後）×施工規模等の補正係数 

※市場単価・標準単価は、週休２日の補正【円未満切捨】→施工規模等の補正【円未満切

捨】の順に補正する。  
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    （令和 6 年７月１日単価適用日以降） 

 

 

 

週休２日工事の補正係数について 

 

（「土木工事標準積算基準」「機械設備積算基準」の場合） 

 

 

○ 労務費・機械経費（賃料）・共通仮設費率・現場管理費率の補正係数 

 

 
 ※ 労務費は、「公共工事設計労務単価」を対象とする。 

 ※ 工場製作など製作原価にかかる部分については、対象外とする。 

 

 

○ 市場単価・標準単価の補正係数 

・「土木工事市場単価」⇒工種ごとに以下の補正係数を適用  
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・「土木工事標準単価」⇒工種ごとに以下の補正係数を適用 

 

 

・「港湾工事市場単価」⇒工種ごとに以下の補正係数を適用 

 

 

○ その他 

・積算基準が異なる工種区分を有する工事は、主たる工種における補正係数を適用します。 

・主たる工種が、「港湾請負工事積算基準」「漁港漁場関係工事積算基準」「土地改良工事積

算基準(土木工事)及び(施設機械)」、「治山林道必携」による場合においては、別途公表して

おります各基準に応じた「週休２工事の補正係数について」を参照してください。 

 

  

 

 

 

 

 


